
ぐるなび寄附講座のウェブサイトからお申し込みください。

申込み期間：7月11日から7月2６日まで。

頂きました個人情報は寄附講座イベントの参加者管理の目的以外には
使用致しません。
当日会場に余裕があれば、事前申込がなくてもご参加いただけますが、
昼食弁当は期限までにお申し込みください。

JR田町駅 芝浦口をでて右手すぐ。車でのご来場はご遠慮ください。

2012年から連続して行ってきた「食文化公開講義」シリーズ最終回です。

第一部「飲酒とビジネス」では、ユダヤ教で許されたコシェルワインを含むイスラエルのワ

イン産業、マレーシア・サバの山地民と酒の関わりを扱います。

第二部「食のハラールとビジネス」では、日本と中東というまったく異なる環境で、実際に

ビジネスに携わっている立場の講師から、経験をシェアします。

飲酒とハラール、一見、真逆のテーマですが、「食文化研究」という切り口から見えるもの

をみなさまと考えていきたいと思います。

東京工業大学 ｢ぐるなび｣食の未来創成寄附講座
食文化共同研究会 公開講義シリーズ 第８回 公開講義

最終回

開催日時 2016年８月４日（木）
09:45～12:20 第一部（多目的室１ 要申込、無料、開場9:15）

12:20～13:20 ムスリム対応ベジ弁当試食会（要申込、実費1200円）

13:20～16:45 第二部（多目的室２ 要申込、無料、 開場13:00）

17:00～18:30 懇親会（多目的室１ 要申込、会費500円）

〒108-0023東京都港区芝浦3-3-6
キャンパス・イノベーションセンター２階多目的室１および２

http://www.mot.titech.ac.jp/food/

定員: 第一部 ５0名、第二部 ７０名

＜問い合わせ先＞

東京工業大学「ぐるなび」食の未来創成寄附講座

（担当：瀬下・阿良田）

TEL：03-3454-8705／FAX：03-3454-8973

メール：gnavi.titech.kifu@gmail.com

主 催：東京工業大学「ぐるなび」食の未来創成寄附講座 食文化共同研究会

公開講義は無料（要申込）
ただし昼食弁当＆懇親会は実費負担とします（詳細は裏面）

会 場

費 用

申込方法

第一部 飲酒とビジネス
第二部 食のハラールとビジネス

せ しも あ ら た



第１講義

第２講義

細田和江氏 大学共同利用機関法人NIHU研究員、東京外国語大学AA研特任助教

イスラエル・ワインの現代史：ユダヤ人のパレスチナ入植から現状まで

甲田岳生氏（SBIファーマ株式会社研究開発本部 学術部部長）

中東バーレーンのハラール事情

第３講義

19世紀パレスチナの地に入植したユダヤ人の尽力によって、イスラエルのワイン産業
は大きな発展を遂げた。この歴史的な経緯を追いつつ、現在のワイン産業の傾向とコ
シェルへの対応など現状を俯瞰する。

三浦哲也氏 育英短期大学現代コミュニケーション学科 准教授

マレーシア・サバ州山間部における酒類の販売拡大とその影響について

第４講義

砂井紫里氏（早稲田大学他 非常勤講師）

ボルネオ島の山間部の先住民社会には、伝統的に自ら酒を醸し飲む文化が存在して
いるが、近年は工業的に作られた酒類の販売・流通が拡大している。本講義では工業
的な酒の普及が先住民社会にどのような変化をもたらしているかについて考察する。

第４講義のコメント

サイード七種氏（サイードショップ代表）

九州北部におけるハラール肉およびハラール食品の販売の実践

何故ハラールフードの販売を始めたのか？「日本の食文化を世界に伝える」という想い
のもと、イスラームとの出会い、関わりから今までの経験を踏まえてムスリムのニーズ、
インバウンドに取り組むには何が重要かをムスリムの視点から報告する。

第一部「飲酒とビジネス」 9:45-12:20   多目的室１

第二部 「食のハラールとビジネス」 13:20-16:45   多目的室２

18:00～19:00  講義終了後、多目的室１で簡単な懇親会を行います。
事前申し込みのうえ、会費５００円を当日お支払いください。

Ａ．車麩のクルミ揚げ弁当 Ｂ．がじゅま～る美食プレート Ｃ．大豆ミートの油淋鶏弁当

ムスリム対応ヴェジタリアン弁当試食会 12:20-13:20多目的室１
ご希望の方はA/B/Cから選んでご予約のうえ、実費1200円を当日会場でお支払いください。
ただし、注文数の都合により、種類の変更をお願いする場合があります。

こうだ たけお

さえぐさ

石毛直道氏（国立民族学博物館 名誉教授）第１部のコメント

スリ・ブディ・レスタリ氏（東京外国語大学AA研 共同研究員）第３講義のコメント１

山口裕子氏（北九州市立大学文学部比較文化学科 准教授）第３講義のコメント２

さ い ゆかり

ひろこ

東南アジアに偏りがちな日本人のハラール理解だが、イスラームの核心とも言える中
東の事情はどうなのか？ バーレーンをはじめとする湾岸諸国での経験から、ハラー
ルに関わる食品規格と食品流通の状況について紹介する。


